
批
判
的
現
代
社
会
論
に
お
け
る

〈差
異
〉
と
階
層
化

笠

間

千

浪

1

新
し
い
管
理
/
支
配
形
態
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か

1

ロ
ー
カ

ル
/

ナ

シ

ョ
ナ

ル
/

リ

ー
ジ

ョ
ナ

ル
/
グ

ロ
ー

バ
ル

の
空

間
的
次

元

が
、
政
治

、
経

済
、
文

化
な

ど
諸
局

面

で
同
時

に

交

錯
す

る
現
代

社
会

を
把
握

す

る

に
あ

た

っ
て
、

ま
ず

は

「
時

代

の
キ

ー

ワ
ー
ド
群

」

に
注
目

し

て
み
よ
う
。

第

一
の
キ

ー

ワ
ー

ド
群

は
、

「
自
由

」

に
関

す

る
も

の

で
あ

る
。

こ
の
場

合
、

「
自

由
化

」

「
自
由

競

争
」

「
自

由
貿

易
」

「
自
由

市
場

」

「
自
由

作
戦
」

「
自

由
選

択
」

な
ど

■
自
由
」

と

い
う
用

語
が

そ

の
ま
ま
使

用
さ
れ

て
お

り
、

ま

た
似

た
よ
う

な
意

味

と
し

て

「
規
制
緩

和
」

「
民

営
化

」

「
構
造
改

革
」

な

ど
が
時
代

の

ス

ロ
ー
ガ

ン
と

し

て
使

用

さ
れ

て

い
る
。
第

二

の
キ

ー

ワ
ー
ド
群

は
、

「
自

己

(主
体

)
」

に
関
す

る
も

の

で
、

「
自

己
決
定

」

「
自

己
責
任
」

「自

己

選
択
」

「
自

己
能
力

」

な
ど

で
あ

る
。
第

三

の
キ
ー

ワ

ー
ド
群

は
、

「
リ

ス
ク
/

恐
怖

」

と

「
セ
キ

ュ
リ

テ

ィ
」

の
対

に
関
す

る
も

の
で
、
第

四

の
キ

ー

ワ
ー
ド
群

は
国
家

や
家

族

な
ど

に
お

け

る

「
共

同
体
」

的

な
価
値
観

や
そ

の
秩

序
、
責

任

な
ど

が
指

摘

で
き

る
。

周
知

の
よ
う

に
、

以
上

の
キ

ー

ワ
ー
ド
群

を
肯

定
的

に
今

後

の
方

向
性

と

し

て
持

つ
も

の
が

「
新

自
由
主

義
」

(ネ

オ
リ

ベ

ラ
リ
ズ

ム

↑
))
と
総

称

さ
れ

る
潮

流

で
あ

る
。
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し

か
し
、
現

在

の
現

代
社

会
論

や
権
力
論

に
お

い

て
、
上

記

の
よ
う

な
キ

ー

ワ
ー
ド
群

の
過
剰

が
現

状

の
把
握

に
困
難

を
も

た

ら

せ

て
い
る
と
捉

え
る
視
角

か
ら
す
れ

ば
、

こ
の
状
況

は
何

ら
か

の
新

し

い
管

理
/
支
配

形
態

が
作

用
し

て
い
る
と
考

え
た
方

が

わ

か
り

や
す

い
。
冷

戦
構
造

の
崩

壊
後

の

一
九

九
〇
年

代

お

よ
び

、
と

り
わ

け

9
/

11
米

国

で

の
大

規
模

な

テ

ロ
以
降

は
、
第

三

の
キ

ー

ワ
ー
ド
群

で
あ

る

「
リ

ス
ク
/

恐
怖

」
1

「
セ
キ

ュ
リ

テ

ィ
」

が

か
な

り

の
強

度
を

も

っ
て
主
張

さ
れ
、

し

か
も
大
方

は

受
容

さ

れ

て
い
る
現
状

を
ど

の
よ
う

に
説
明

す

る

の
か

を

は
じ
め
と

し

て
、
批

判
的
視

角

を
重
要
視

す

る
側
と

し

て
は
難

し

い
局

面

に
立

た
さ

れ

て
い
る

こ
と

は
確

か

で
あ

る
。

本

稿

で
は
、
新

し

い
管
理

/
支

配
形
態

の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を
探

る
と

い
う
視

点

に
お

い

て
、
批
判

的
現
代

社
会

分
析

の
系
譜

を
概

観

す

る
。

そ

の
な

か

で

「
社

会

の
液
状
化

に
伴

い
、
差

異

が
多

様
化

し

て
、

あ

ら

ゆ
る
体

系

が
崩
壊

し

た

の

で
二
項
対

立
的

な
構

図

や
階

層
秩
序

も
解
消

し
た
」

と

の
判
断

が

し
ば

し
ば
な

さ
れ

る
わ
け

だ
が
、

そ

の
判

断

に

つ
い

て
は
批
判
的

に
検

討

し
た

い
。

H

モ
ダ

ン
社
会
以
降
の
批
判
的
現
代
社
会
論
の
起
点

批

判
的

現
代
社

会
論

の
系
譜

を

た
ど
れ
ば

、

一
九

三
〇

年
代

か

ら
四
〇
年

代

に
か
け

て
の

フ
ラ

ン
ク

フ
ル
ト
学

派

の
大
衆
社

会

論

か

ら
、

第

二
次

大
戦

以
降

の
従
属
論

や
世

界

シ

ス
テ
ム
論
、

管
理
社

会
論

、

一
部

の
脱

工
業
化

論

な
ど

が
あ
げ

ら
れ

る
。

一
方

で
は
、

モ
ダ

ン
社

会

の
変
容

と

そ

の
性
格

に

つ
い
て
考
察

す

る
、

い
わ

ゆ
る

ポ

ス
ト

モ
ダ

ン
社

会
論

も
大

き
な
潮
流

と

な

っ
て
登

場

し

て
き

た
が
、

そ

の
な
か

に
あ

っ
て
批

判
的

な
視
角

を
重
要

視

す

る
現

代
社
会

論

の
流
れ

も
あ

る
。

そ
れ

は

モ
ダ

ン
社
会

へ
の

批
判

的
分
析

と
、

そ

の

(「
ポ

ス
ト
的

」
)
変
容

を
比
較

考
察

す

る
も

の
で
あ

る
。
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第

二
次

大
戦

後

の
高

度
成

長
期

の
後

に
続

い
た
経
済
的

停
滞

に

つ
い

て
の
説
明

を
す

る
さ

い
に
、
現
代

資
本
主

義
論

の
パ
ラ
ダ

イ

ム

・
チ

ェ
ン
ジ

が
起

こ

っ
た

の

で
は
な

い
か
と
山

田

は
指

摘

す

る

(山

田
、

一
九
九

一
、

一
七

～

一
八

(2
))
。

こ
れ
が
、

モ

ダ

ン
以
降

の
批

判
的
現

代
社

会
論

の

一
つ
の
起
点

に
も

な

っ
て
い
る
と

い

っ
て
よ

い
。

な
ぜ

な
ら
ば
、
現

代
社
会

は
資

本
制
社

会

で
あ

る
か
ら

で
、
経
済

的
側

面

へ
の
注
目

が
な

い
現
代
社

会
論

は
部
分

的

な
も

の
に
な

ら
ざ

る
を
え

な

い
か

ら

で
あ

る
。
し

か
も
、

一
九

七
〇

年
代

の
半

ば

の

フ
ラ

ン
ス
に
登

場
し

た

レ
ギ

ュ
ラ
シ
オ

ン
学

派

は
、

A

・
グ

ラ
ム

シ
の

フ
ォ
ー
デ

ィ
ズ

ム
論

を
枠
組

み

と
し

て
採

用

し
、

分
析

の
中

心
を
抽

象
的

な
経
済

理
論

に
お

く

の

で
は
な

く
、

社
会

的
条
件

や
制
度

に
お
く
特
徴

か

ら
み

て
も
、

現
代

社
会

論
的

な
性
格

を
強

く
持

っ
て
い
る
。

周

知

の
よ
う

に
、
第

二
次

大
戦
後

か
ら
七

〇
年
代

初
頭

ま

で
の
あ

い
だ
、

い
わ

ゆ

る
中

心
部
資
本

主
義
諸

国

と
く

に
米

国
を

中

心

と

し

て
、
少

品
種

大

量
生

産

-
大

量
消

費

を
特
色

と

す

る
資
本

主
義

的

な
体
制

が

分
析

さ
れ
、
「
フ

ォ
ー

デ

ィ
ズ

ム
」

と
命

名

さ
れ

た
。

そ

の
資

本
主

義
体

制
を
も

た
ら

せ

て

い
る
特
定

の
制
度

諸
形
態

(賃

労
働

関
係
、
貨

幣
形

態
、
競

争

の
諸

形
態

、
国
家

の
性

質
、

国
際
体

制

へ
の
参

入
形
態

)
を

は
じ

め
と
し

た

レ
ギ

ュ
ラ

シ
オ

ン

(調
整

)

の
あ
り
方

が
主
題
化

さ
れ

る

の
で
、
経
済

的
側

面

に
と
ど

ま
ら

な

い
射
程

が
あ

る
。

テ
ー

ラ
i
主
義

を
中
心

と

し
た

「
科

学
的
労

務
管

理
」

と
機
械
化

に
よ

る
生
産

性
上

昇

に
対

す

る
妥

協

と
し

て
の
賃
金

上
昇

(労
働
組

合

に
よ

る
団
体
交

渉
と

い
う
制
度

化
)
、

そ

の
結

果

と
し

て
消
費

需
要

が
拡
大

し
、

画

一
的
な
生

活
様

式
が

浸
透

し
た
大
衆
消

費
社

会

が
成
立

し
た

わ
け

で
あ

る

(3
)。

し

か
し
、

そ

の

フ
ォ
ー
デ

ィ
ズ

ム
体
制

は
六

〇
年
代

末

か
ら
七

〇
年
代

初
頭

に
か

け

て
構
造

的

「
危

機
」

を
む

か
え

る
。
ま

ず
、

第

一
に

テ
ー

ラ
ー
主
義

に
よ

る
労
務

管

理

へ
の
労
働
者

側

の
反
発

と
管

理

コ
ス
ト
の
増
大

で
あ

る
。
第

二

に
、
賃
金

上
昇

の
労
使

協
調

は
生
産

性
危
機

の
た
め
利

潤
低

下

を
も

た
ら
し

た

ゆ
え

に
、
賃

金
抑
制

を
招

き
、
生

産
性

分
配

が
機
能

し
な

く
な

っ
た

こ
と
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で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
背
景

に
は
、
社
会

的
状

況

の
変

容

が
あ

る
。

都
市

化

に
し

た
が

っ
て
、

多
様

な

サ

ー
ビ

ス
の
需
要

が
増
大

し

た

こ
と

と
、

購
入

し

た
商

品

の
差
別
化

に
よ

っ
て
生

活
様

式
を

形
成
す

る
消
費

社
会

の
進

展

の
た
め
、
均

一
的
商

品

で
は
な
く
、

多
品

種
商

品

の
少

量
生
産

体
制

に
生
産

側

が
変
更

せ
ざ

る
を

え
な
く

な

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

こ

の

フ
ォ
ー
デ

ィ
ズ

ム
の
危

機

以
降

、
様

々
な
対

応

が
各
国

で
模
索

さ
れ
た

と
さ
れ

る
が
、

こ

こ
で
は
A

・
リ
ピ

エ
ッ
ツ
の

一

九
九

〇
年

時
点

で

の

「
ア

フ
タ

ー

・
フ
ォ
ー
デ

ィ
ズ

ム
」

の
類

型
化

を

み

て
み
た

い
。

リ
ピ

エ

ッ
ツ
は
、

フ
ォ
ー

デ

ィ
ズ

ム
を
①

労
働
編
成

に
お

け
る

テ
ー

ラ
ー
主
義

と
②
賃

金

・
雇

用

の
硬
直

性

(契
約
化

)

の
二

つ
の
軸

に
基
点

を
と

り
、

ア

フ
タ

ー

・
フ
ォ

ー
デ

ィ
ズ

ム
を

大
体

に
お

い

て
二

つ
の
方

向

で
示

し

て
い
る
。

一
つ
の
方

向

は
、

ネ

オ

・
テ
ー

ラ
ー

(ネ

オ

・
フ
ォ
ー

デ

ィ
ズ

ム
)
主
義

で
あ

り
、

こ
れ

は
米
国

や
英
国

、

カ

ナ
ダ

な
ど

で
見

ら
れ

る
方
向

で
あ

る
。

二

つ
め

の
方
向

は
、

フ
ォ
ー
デ

ィ
ズ

ム
的

生
産
性

分

配

(契
約
的

賃
金

)
を
存

続

さ
せ

つ
つ
、

テ
ー

ラ
i
原

理
を
緩
和

し

て
い
く
方

向

で
あ

り
、
代
表

的

に

は

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
の

「
ボ

ル
ボ

イ
ズ

ム
」

や

(西

)

ド
イ

ッ
、

そ
し

て
日
本

の

「
ト

ヨ
テ

ィ
ズ

ム
」

な
ど

が
あ
げ

ら
れ

て
い
る

(山

田
、

一
九
九

一
、

二
八

～

二
九
)
。

前

者

の
方

向

で
あ

る
ネ

オ

・
テ
ー

ラ
ー

(ネ

オ

・
フ
ォ
ー
デ

ィ
ズ

ム
)
主
義

は
、

テ
ー

ラ
ー
主
義

を
温

存

し
た
ま

ま
、

旧
来

の

労
使

協
調

路
線

を
解

体

し

て

い
く
。
硬

直
性

の
あ

る
契
約
賃

金

を
解
除

し
、
賃

金

・
雇

用

を
競
争
的

な
労

働
市
場

の
作

用

に
ゆ
だ

ね
、

そ
れ
ら

の

「
柔
軟
性

/

フ
レ
キ

シ
ビ
リ

テ

ィ
」

す

な
わ
ち

「
不
安
定

化
」

に
よ

っ
て
賃

金
抑
制

、
福

祉
支
出

の
削

減
、
解

雇

の
自
由

化

を

し

な

が

ら
利

潤
を

回
復

し

よ
う

と
す

る
も

の

で
あ

る
。

そ

こ

で
の
合

言

葉

は

「
市

場

へ
の
回

帰
」

と

そ

れ

に
よ

る

闘
効
率

優
先

」

で
あ

る
。

そ

の
顕

著

な
特

徴

は
、
最

新

の
技

術

や

M

E
化

を
積

極

的

に
取

り
入

れ

な

が
ら

も
、

テ

ー

ラ

ー
主

義

(構
想

と
実

行

の
分

離
、
単

純

作
業

化
、

階
層

的
組

織
、
命

令

統
制

の
原
理

な

ど
)

は
む

し

ろ
再
編

強

化

さ

れ

る

こ
と

で
あ

る
。
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そ

こ
で
創
出

さ
れ

る
雇

用

は
主

と
し

て
サ
ー
ビ

ス
業

の
低
賃
金

不
熟

練
労
働

で
あ
り
、
結

果

と
し

て
高
賃

金
層

と
低
賃

金
層

に
市

民
が

二
極
化

さ
れ

る
と

い
う
格
差
社

会

が
形
成

さ
れ

た

の
だ

っ
た

(山

田
、

一
九
九

三
、

=
三

ハ
～

一
四
〇
)
。

後
者

の
方

向

で
あ

る
、

い
わ
ゆ

る
ポ

ス
ト

・
フ
ォ
ー
デ

ィ
ズ

ム
は
非

テ
ー
ラ

ー
主

義

に
向

か

い
、
労
働

者

の
熟
練

や
多
能
性

を

高

め
、

そ

う

い
う
労

働
者

の
参
加
意

識

が
生
産
性

を
高

め
、

一
方

の
労
働
者

側
も
労

使
交

渉

に
お

い

て
福

祉
、
自

由
時

間
、

マ
ク

ロ
政
策

的
調
整

な

ど

の
社
会

的
公
正

を
企

図
す

る
道

で
あ

る
。

代
表
的

な

ボ

ル
ボ
イ
ズ

ム
に
お

け

る

「
交

渉

に
お
け

る
参

加
」

を

リ
ピ

エ

ッ
ツ
は

「
カ

ル

マ
リ
ズ

ム
」

と

し
た
。

別
形
態

の
ポ

ス
ト

・
フ
ォ
ー
デ

ィ
ズ

ム
で
あ

る
と

さ
れ

た
日
本

の
ト

ヨ
テ

ィ
ズ

ム
は
、

カ

ル

マ
リ
ズ

ム
と

は
か
な

り
異

な

っ
た

性

格
を
持

つ
と
診
断

さ
れ

た
。

企
業
内

教
育

に
よ
る
高

い
熟
練

、
企
業
中

心
主

義

と
能

力
主

義

の
規

範

に
よ

る
高

い
労
働
参

加

と

高

い
生
産

性

で
は
注
目

さ
れ

る
が
、
生

産
性

の
成
果

が
労

使
間

で
公
正

に
分
配

さ
れ

て
い
な

い
点

が
問
題

と
な

っ
て
い
る
か

ら

で

あ
る
。

と
く

に
企
業

規
模

、
正

社
員

か
臨
時

雇
用

か
と

い

っ
た
雇

用
形
態

、

ジ

ェ
ン
ダ

ー
な
ど

の
間

に
明
確

な
格
差

が
存
在

し
、

大
企

業
男

性
正
社

員

以
外

の
層

は
労
働

編
成

や
分
配
内

容

に
お

い
て
も

む
し

ろ
ネ

オ

・
フ
ォ
ー
デ

ィ
ズ

ム
の
う
ち

に
あ

る
と

い
う

(山

田
、

一
九

九

一
、

二
九
～

三
三
)
。

以
上

、
山

田

の
説

明
を

ま
じ

え
な

が
ら
、

リ
ピ

エ

ッ
ッ
の

一
九
九

〇
年
時

点

で
の

ア

フ
タ

i

・
フ

ォ
ー
デ

ィ
ズ

ム
の
類

型
化

を

概
観

し

た
。

二

一
世

紀
初

頭

の
時
点

か
ら

み
る
と
、

と
り

わ
け

日
本

が

ネ

オ

・
テ
ー

ラ
ー
主
義

に
急
速

に
接
近

し

た

こ
と
が

わ
か

る
。も

と
も

と

日
本

の
ト

ヨ
テ

ィ
ズ

ム

に
お

い

て
も
、
大
企

業
特

有
と

い
う
限
定

的

な
性
格

が
あ

り
、

そ

の
外

部

は
む
し

ろ
ネ

オ

・

テ
ー

ラ
ー
主
義

的

で
あ

っ
た
と

さ
れ

る
。

そ
し

て
、

そ

の
外
部

の
原

理
が
大
企

業

の
領
域

に
も
浸
透

し

て
い
く

か

の
よ
う

に
、
九
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○

年
代
半

ば
ご

ろ

か
ら

「
結

果

の
平
等

ば

か

り
重
視

す

る
活
力

の
な

い
社
会

か
ら
、

健
全

な
活
力

の
あ

る
競
争

社
会

へ
変

革

す

べ

き

で
あ

る
」

と
す

る

「
公
正

な
格

差
」
言

説

が
し

だ

い

に
主

流

に
な

っ
て

い
く
。
経

営

者

団

体

は
、
雇

用

の

「
複

線

化

・
多

様

化

・
流
動

化
」

に
よ
る

「
新

・
日
本

的
経
営

シ

ス
テ

ム
」
を
提

唱

し
た
。
雇

用

の
複
線
化

と

は
、
職
能

と
業
績

に
も
と
つ

く
管

理

に
よ
り
格
差

が
拡
大

す

る

こ
と
を

さ
す
。

そ
う
だ
と

し

て
も

、

一
般
社

会

の

「
公

平

.
公

正
」
感

に
と

っ
て
違
和
感

が

な

い
ど

こ

ろ

か
、

一
格

差

が

少

な

い
し

く

み

に
対

し

て
不

公

平

感

が
増

大
」

し

て

い
る

と
正

当

化

さ
れ

る

の

で
あ

る
。

ま

た
、

通

産
省

の

「
競

争
力

の
あ

る
多
参

画
社

会

(
二
〇

〇

〇
)
」

で
は
、

「
多

様

な
選
択

肢

・
生

き
方

の
あ

る
社

会
」

が
今

後

の
日
本

社
会

が
め

ざ

す
方

向
性

で
あ

る
と

し
、
「
挑
戦

者

を
積
極

的

に
評

価

し
、
努

力
を

怠

る
人

と
価
値

あ

る
創

造

を

し
た
人

と

の
間

に
、
適

正

な
評

価

に
も
と

つ
く
公

正
な
格

差

を
許

容
す

る
社
会

」

に
す

べ
き

で
あ

る
と
さ
れ

て
い
る

(大
沢
、

二
〇

〇

三
、
八

〇
～
八

一

(4
))
。

現

時
点

か
ら

み
れ
ば

、

レ
ギ

ュ
ラ
シ
オ

ン
派

の
射

程

は
社

会
制

度

な
ど

の
社
会

的
要

因

ま

で
入

れ

て
お
り
、

ま
た

「
柔
軟

」
化

し

て

い
く
社
会

の
性
格

を
捉

え
た

と

い
う
意

味

で
、

批
判

的
現

代
社
会

論

の
起
点

と
し

て
の
意
義

は
大

き

い
と
思
わ

れ

る
。

た
だ

し
、

R

・
ボ

ワ
イ

ェ
が
八
〇

年
代
後

半
時
点

で
、

レ
ギ

ュ
ラ
シ
オ

ン
学

派

に
お

い
て
、

「
経
済

の
グ

ロ
ー

バ

ル
化
」

「
第

三
次

産
業

化

」

の
傾

向
を

ど

の
よ
う

に
取

り
入
れ

ら
れ

る
か
が
今
後

の
課
題

で
あ

る
と
し

て
い
る
。

と

い
う

の
は
、

レ
ギ

ュ
ラ

シ
オ

ン
理
論

が
、
国
家

単
位

と

工
業

分
析

(
フ
ォ
ー

デ

ィ
ズ

ム
)

に
重
点

が
置

か
れ

て
い
た
ゆ
え

に
、
グ

ロ
ー
バ

ル
化

と

サ
ー

ビ

ス
化

と

い
う

傾

向

へ
の
理
論

的
対
応

を

し
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
と

い
う

の

で
あ

る

(じU
o
蜜
Φ
「
』

㊤
。。
①
11
一
㊤
㊤
ド

曽

一
)
。

ま

た
、

レ
ギ

ュ
ラ

シ
オ

ン
派

は
ネ

オ

・
テ

ー
ラ
ー
主

義
的

な
方
向

性

を

「
自
由

主
義

的
生
産

至
上
主

義
」

パ

ラ
ダ

イ

ム
と

し

て
、

そ
れ
を
超

え

る
民
主

主
義
的

「
オ

ル
タ

ナ

テ

ィ
ブ
」

パ

ラ
ダ

イ

ム
に
向

か
う

べ
き
だ

と
す

る
。

そ

の
パ

ラ
ダ

イ

ム

で
は
、

今
後

の

め
ざ

す

べ
き
反

テ
ー

ラ
ー
主
義

に
よ
る

「
勤
労

者
民

主
制
」

に
お

い

て
、
生
産

性
分

配

よ
り
も

「
自

由
時

間
」

の
拡

大

が
重
要

で
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あ

る

こ
と

が
主
張

さ
れ

る

(=
官
Φ
什N
」

㊤
8

11
δ
㊤
一
)
。

そ

の

こ
と
自

体

は
今

後

も
課

題

で
あ

り
続

け

よ

う
が
、

そ

の
主
役

が

や

は
り
資
本

側

と
対

等

な
交
渉

の
で
き

る

「
強

い
労

働
者

」

(労

働
組

合
を

背
後

に
持

つ
コ
ア
な
正

規
雇

用
労

働
者

)

の
イ

メ
ー
ジ

を

ぬ
ぐ

い
き
れ

な

い
と

も

い
え
る

(5
)。

レ
ギ

ュ
ラ

シ
オ

ン
派

が
、
近

代

硅

フ
ォ
ー

デ

ィ
ズ

ム
か
ら

ポ

ス
ト
近
代

化

1ー
ア

フ
タ

ー

・
フ
ォ
ー

デ

ィ
ズ

ム

へ
の
転
換

を
経
済

的
側

面

か
ら
描
き

出
し

た

こ
と
は
、

そ

の
後

の

モ
ダ

ン
以
降

の
批
判

的
現

代
社
会

論

の
出

発
点

と

な

っ
た
。

そ
し

て
、

そ

の
後

の

展

開

と
し

て
、
影

響
を

与

え

た
現
代

社
会

論

と
し

て
は

A

・
ネ
グ

リ
と

M

・
ハ
ー

ト

の

『
〈帝

国
〉
」

(卜。
O
O
O
)

が
続

く
。

も
ち

ろ

ん
、

ネ
グ

リ
ら

の
仕
事

が

レ
ギ

ュ
ラ
シ
オ

ン
派

で
あ

る
と

い
う
わ
け

で
は

な

い
が
、
少

な
く

と
も

ア

フ
タ

ー

・
フ
ォ
ー
デ

ィ
ズ

ム

の
社

会
分
析

を
情

報
化

・
サ

ー
ビ

ス
化

・
グ

ロ
ー
バ

ル
化

が
進
展

し

た
八
〇
年
代

後
半

か

ら
九

〇
年
代

に
か
け

て
の
時
代

を
、
経

済
的

側
面

を

ふ
ま

え
な
が
ら
、

新
自
由

主
義

が
受
容

さ
れ

て
い
る
新

し

い
管

理
形
態

や
権
力

を
論

じ

て

い
る
。

た
だ
し
、

ア
フ
タ

ー

・
フ

ォ
ー
デ

ィ
ズ

ム
に
お

け

る

〈
帝
国
〉

的
秩
序

と
権

力

に
抗

す

る
概

念

と
し

て
彼

ら

が
提

出
す

る

「
マ
ル
チ

テ

ユ
ー
ド
」

は
、

ア
グ

リ

エ
ッ
タ
ら

の

「
勤
労
者

」
概

念
と

は
か

な
り

の
距

離

が
あ

る
。
次

に
、

ネ
グ

リ
ら

と

ア
グ

リ

エ
ッ
タ
ら

の
現
代
社

会

に
お

け

る

「
差
異

」
「
多
様

性
」

の
解

釈
を

比
較

し
な

が
ら
、
批

判

的
現

代
社

会
論

の

「
差
異

」

の
捉

え
方

の
特

色

と
問
題

点

に

つ
い

て
検

討

し

て
み
た

い
。

皿

「
差
異
」
と
階
層
化

に
つ
い
て
の
捉
え
方
に

つ
い
て

い

わ

ゆ

る

モ
ダ

ン
社

会

1ー

フ

ォ

ー

デ

ィ
ズ

ム
以

降

、

第

一
に
情

報

・
サ

ー

ビ

ス
化

、

グ

ロ
ー

バ

ル
化

が

進

展

す

る
経

済

的

側

面
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で
の
変
容

が
あ

り
、

第

二

に
九

〇
年
代

の
東

西
冷
戦
構

造

の
解
体

、
第

三

に
二

一
世
紀

初
頭

の
セ
キ

ュ
リ

テ

ィ
強

化

と

い
う
三

つ

の
要

因
が
重

層
化

さ
れ

た
現
在
、

批
判

的
現
代

社
会
論

は
ど

の
よ
う

な
社

会
像

を
描

い

て
い
る

の
か
。

き

わ
め

て
最
大

公
約

数

的

で
は
あ

る
が
、

そ

の
な

か

で
顕

著

な

の
は
、

ま

ず
、

社
会

が

「
液
状

化
」

(S

・
バ

ウ

マ
ン
)

あ

る

い
は

「
柔

軟
化

」

「
流
動

化

」
し

て
、

あ

ら

ゆ
る
体
系

が
崩
壊

し
、

「
多

様

化
」

榿
差

異

化
」

し

て
い
る
と

い
う
認
識

に
な

ろ
う
。

モ
ダ

ン
社
会

が

あ

る
意
味

で
均

一
的

・
画

一
的

で
硬
直

性

の
支
配

す

る
社

会

で
あ

り
、

そ
れ
が

ポ

ス
ト

モ
ダ

ン
化

す

る

に

つ
れ
、

柔
軟

性

に
富

む

「
差

異
」

が
多
様

化
す

る
社
会

に
な

る
と

い
う
認
識

で
あ

る
。

も

ち

ろ
ん
、

こ
の
よ
う
な
認
識

は
、

一
般
的

な
消
費

社
会

論

や
ポ

ス
ト

モ
ダ

ン
論

な
ど

に
も
共

通
し

て
い
る
が
、

こ
こ

で
注

目

し

た

い

の
は
、

「
多
様
化

」

「
差
異

化
」

と
階
層

化

に

つ
い
て

の
捉

え
方

で
あ

る
。

「多

様
性

/
化
」

「
差
異

/
化
」

と

い

っ
た
場
合

、

そ
れ

を
水
平
化

と
し

て
捉

え
る
か
、
あ

る

い
は
垂
直
化

と

し

て
捉

え

る
か

に

つ
い

て
は
、
大

き
な
隔

た

り
が
あ

る
。
前
者

の
場
合

、

多
く

の
通
俗

的

な
ポ

ス
ト

モ
ダ

ン
論

が
そ
う

で
あ

っ
た

よ
う

に
、

現
状

を
す

で
に
横
並

び

の
肯
定
的

な

「
多

様
化

」

の
社

会

で
あ

る
と

し

て

「
差

異

の
戯

れ
」

を
礼
賛

す

る

よ
う
な
現
状

肯
定

論

に
代

表

さ
れ

る
。

後

者

の
場
合

は
、

ポ

ス
ト

モ
ダ

ン
化

す

る
社
会

を
批

判

的

に
考

察

す

る
現

代
社

会
論

が
持

つ
視

点

で
あ

る
。

「
差

異
」

の
垂

直

化
、

す
な

わ
ち
階
層
化

は
社

会

の
分

断

や
格
差

化
を
生

じ

さ
せ

る
。

そ
し

て
、

こ
う

い

っ
た
階

層
化

を
主
題

に
す

る
場
合

も
、

そ

の
階

層
化

が
①

カ

テ
ゴ

リ

ー
的

な
二
項
対

立
②

緒

カ

テ
ゴ

リ

i
間

の
階
層
化

③
個

人
的

階
層
化

の
ど
れ

で
捉

え

る
か

に
よ

っ
て
批

判
的
現
代

社
会

論
を
分

類

で
き

る
よ
う

に
思

う
。

カ

テ
ゴ

リ

ー
と

は
、

こ
こ

で
は
性
別

、
「
人

種
」
、

民
族
、

性
的
指

向
性

な

ど
を

さ
す
。

③

の
立

場

は
、

ア
グ

リ

エ

ッ
タ
と
ブ

レ
ン
デ

ー

ル
の

「
勤
労

者
社

会
論
」

に
み
ら

れ

る
と

い
え

る
。

ア
グ

リ

エ

ッ
タ
ら

は
、
ブ
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ル
ジ

ョ
ワ
ジ

ー
と
労

働
者

に
二
分

さ

れ

て
い
る
よ
う

な
社

会

を

モ
ダ

ン
社
会

の
特
徴

と
す

る
。

一
方

、

そ
れ

以
降

の
勤

労
者
社
会

と

は
、

勤
労
者

と

い
う

あ
る
種

の
均

一
的

な

カ

テ
ゴ

リ

ー
化

が
全
面
化

し

た
よ

う
な
社
会

で
あ

り
、

そ

の
勤
労
者

社
会

の
な
か
が

「
差

異
」
化

さ
れ

る

の

で
あ

る
が
、

そ

の
差
異

化

は
垂
直

的

な
差

異
化

、

つ
ま

り
階
層

化

な

の
で
あ

る
。

そ
し

て
、

そ

の
階

層
化

は
個
人

を
機
能

で

ラ

ン
ク
付

け
す

る
規
格
化

で
あ
る

が
、

勤
労

者

の
間

で
は
垂

直
的

な
上

昇

の
可
能

性

が
あ

る
た
め

に
、
勤
労
者

の
批
判
的

視
点

は
縮
小

さ
れ

て

い
る
と
す

る

(しU
お
巳

2

卿

》
αq
一一Φ
ヰ
四
、

一
㊤
c。
㊤
11
6
㊤
O
)
。

②

(③

も
含

む
)

の
観

点

を

と
る

の
が

ネ
グ

リ
と

ハ
ー
ト

で
あ

る
。

ネ
グ

リ
ら

に
と

っ
て
、

〈
帝
国
〉

の
性

質
と

は
、

「
差
異
」

や

「
異
種

混
交

性
」

な
ど
を
利

用
す

る
新

し

い
権
力

の
パ

ラ
ダ

イ

ム
が
、

モ
ダ

ン
的

な
主
権

の
二
項

対
立

や
本
質

主
義

に
今

や
取

っ
て
代

わ

っ
て
し

ま

っ
た

と

い
う

こ
と

で
あ

る

(6
)。

し

た
が

っ
て
、

か

れ
ら

の
議

論

は

J

・
F

・
リ
オ

タ
ー

ル
、

J

・
ボ

ー
ド
リ

ヤ
ー

ル
、

J

・
デ
リ
ダ

な
ど

の
ポ

ス
ト

モ
ダ

ニ
ズ

ム
論

の
有
効

性

と
無

効
性

の
両

面
を

み

て
い
く

こ
と

に
な
る
が
、
結

論
的

に
は

モ
ダ

ン
的

な
主

権
形

態

が

〈
帝
国
〉
的

主
権

に
転

換

し
た

ゆ
え

に
無
効

で
あ

る

こ
と
を
主

張

し

て
い
る
。

ま
ず
、
近
代

性

と

は
、

第

一
の
側
面

と
し

て
、

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス
の
人

文
主

義
革

命

に
よ

っ
て
始

ま

っ
た
も

の

で
、

ス

コ
ト

ゥ

ス
か
ら

ス
ピ

ノ
ザ

に
い
た
る
も

の
で
、
内
在

性

の
場

の
発

見
と
特

異
性

と
差
異

の
賞
揚

を
伴

っ
て
い
る
と

い
う
。

第

二

の
近
代

性

の
側

面

と

は
、

二
元
論

の
構
築

と

そ
れ

に
よ

る
媒
介

を
通

じ

て

ユ
ー
ト
ピ

ア
的

諸
力

を
管

理
し

よ
う
と
す

る
も

の

で
、

そ

の
暫

定
的

な
解
決

と

し

て

の
近

代
的
主
権

で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、

ポ

ス
ト

モ
ダ

ニ
ズ

ム
や

ポ

ス
ト

コ
ロ

ニ
ア
ル
研
究

の
多

く

は
、

モ
ダ

ン
の
第

二

の
側

面

(近
代

的
主

権

な

い
し

啓

蒙

)

に
異
議

申

し
立

て
を

し

て
い
る

こ
と

に
な

る
と

い
う
。

ゆ
え

に
、

ポ

ス
ト

モ
ダ

ニ
ズ

ム
論

は
、
自

己

/
他

者
、

「
白

人
」

/

「
黒
人

」
、
男

性

/
女

性

な
ど

の

一
連

の
二
項
対

立

に
よ

っ
て
分
割

さ
れ

て
い
る

モ
ダ

ン
の
二
分

法

の
論

理

に
挑
戦

す

る
も

の
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と
な

る
。

そ
れ
ゆ

え

に
、
文
化

や

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ

ィ
の
中

に
異
種

混
交
性

や
両
価

性
を

発
見
す

る

こ
と

や
、

普
遍

に
対

し

て
特

種

性

に
注

目

し

た
り

(「
差
異

の
政

治
」
)
、
断

片
化

さ
れ

た
社

会

的

な

ア
イ

デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
を
肯
定

す

る

こ
と

が

モ
ダ

ン
の
二
分

法

の
論

理

の
解

体

に
有
効

で
あ

る
と
す

る

の

で
あ

る
。

こ

の
点

で
、

ポ

ス
ト

モ
ダ

ニ
ズ

ム
の
視
座

は
、

モ
ダ

ン
の
家

父
長
制

、
植

民
地
主

義
、
人

種
主

義

の
言
説

に
挑

戦

し

よ
う
と
し

て
い
る
人

々

に
重

要

な
理
論

的
手
段

を
与

え

て
き

た

こ
と

は
確

か

で
あ

り
、

ネ
グ

リ
ら

は
そ

の
側

面

に
お

い

て
は
評
価

す

る

の

で
あ

る
。

し

か
し

な
が
ら
、

以
上

の
ポ

ス
ト

モ
ダ

ニ
ズ

ム

の
緒

言
説

が
有
効

性

を
持
ち

う

る

の
は
、
主

権

が

モ
ダ

ン
的

な
諸
形
態

で
あ

る

限

り

に
お

い

て
で
あ

り
、

つ
ま
り

は
権
力

が
も

っ
ぱ

ら
本
質

的

な
同

一
性

や
二
分

法
的

分
割

や
固
定

的

な
対

立
を

通
じ

て
階
層

秩

序
を

維
持

し

て
い
る
文
脈

に
お

い

て
の
み
、
解

放
的

な

の
で
あ

る
と

か
れ
ら

は
指
摘

す

る
。

現
代
世

界

に
お

け
る
権
力

の
構
造

と

論

理

は
、

ポ

ス
ト

モ
ダ

ニ
ズ

ム

の

「
差
異

の
政
治
」

と

い
う
解
放

の
武

器

に
対

し

て
は

「
完

全

に
免

疫

を
持

っ
て

い
る
」

の
で
あ

る
。

そ
れ
だ

け

で
は
な
く
、

〈
帝

国
〉

的
支

配

の
機
能

や
実

践

も
主
権

の
近

代
的

諸
形

態

を

な
く

そ
う

と
し

た
り
、
境

界

を
横

断

し

て
差

異

を
戯

れ

さ
せ

る

こ
と

に
熱

心

で
あ

る

こ
と

が
理
解

で
き

な

い
と
、

ポ

ス
ト

モ
ダ

ニ
ズ

ム
言

説

は
、

「
最

良

の
意
図

を
持

ち
な

が
ら
も
、

〈帝

国
〉
権

力

と
合
致

し
、

そ
れ

ら
を
支

え

る
」
も

の

に
な
り

さ
え
す

る
と
警

告
す

る

の

で
あ

る
。

以
上

の
よ
う

に
、

ネ
グ

リ
た
ち

は
階
層

秩
序

を

二
項
対

立
的

な
も

の
と

し

て
捉

え

る
視

座

の
無

効
性

を
訴

え

る
。

た

と
え
ば
、

ポ

ス
ト

コ

ロ

ニ
ア
ル
理
論

の
代
表
的

な
論

者

で
あ

る
H

・
バ

ー
バ
は

「
階
層

秩
序

的
ま

た

は
二
分

法
的

」

と

い
う

よ
う

に
、

そ
れ

ら

二

つ
の
用
語

が
あ

た
か
も

「
交
換

可
能

」

で
あ

る
か

の
よ
う

に
表

現
す

る

こ
と
が
あ

る
。

そ

の
よ
う

な
捉

え
方

に
よ
れ
ば
、

二

分
法

が
異
種

混
交
的

な
も

の

に
よ

っ
て
解

体

さ
れ
れ
ば

階
層

化
も
解

消
す

る
と

い
う

よ
う

な
論

法

に
な

る
。

だ

が
、

二
分
法

で
な

く

と
も
多
層
的

な
階

層
秩
序

が
存

在

し
、

そ

の
よ

う
な
形

の
ほ
う

が
新

し

い

〈帝

国
〉

の
権
力

構
造

の
特
色

だ

と
ネ
グ

リ

た
ち
は
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主
張

す

る

の

で
あ

る
。

そ

の
さ

い
、

ネ
グ

リ
と

ハ
ー
ト
は
、

ド

ゥ
ル
ー
ズ
と
ガ

タ
リ

に
よ
る

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
人
種
差

別
主

義

の
し
く

み

に

つ
い

て
の
説

明

を

参

照
す

る
。

ド

ゥ
ル
ー
ズ
と

ガ

タ

リ

に
よ
れ

ば
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
人

種

差

別
主

義

は

「
排

除

」

に
よ

っ
て
特

定

の
誰

か

を

■
他
者

」

と
み

な
す

こ
と

に
よ

っ
て
作
動

し

て
き

た

と

い
う

よ
り

は
、

む

し

ろ

〈白

人
〉

の
顔

か
ら

の
逸

脱

の
度

合

い
を
決

定

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
作
動

し

て
き

た
と

指
摘

す

る
。

又
白
人

〉

の
顔

は
自
分

の
顔

に
適
合

し

な

い
特
徴

を
、
遠

心
的

な
遅
延

し

た
波

の
な

か

に
統
合

し

よ
う
と
す

る
も

の

で
あ

る
…

…
そ

の
よ
う

な
視
点

か
ら
す

れ
ば
、
外

側

と

い
う
も

の
は
な
く
、
外

部

の
人

々
は

存
在

し

な

い
」

の

で
あ

る

(7
)。

こ
の
説

明

は

〈帝

国

〉

の
人

種
差

別
実

践

を

う
ま

く
説

明
す

る
と

ネ
グ

リ
ら

は
主
張

す

る
。
す

な
わ

ち
、

ド

ゥ
ル
ー
ズ

ら

は
人

種
差

別

を
排

除

の
観
点

か

ら

で
は
な

く
、
中

心
的

規
範

(〈
白
人

〉

な
ど
)

と

の
差

異

の
度

合

い

に
基

づ

い
た
包
含

で
あ

る

「
示
差
的

包
摂

」
と

い
う
観
点

か

ら
解
明

し

て

い
る

の
で
重
要

で
あ

る
と
す

る
。

そ
れ

に
比

べ
る
と
、

モ
ダ

ン
主
権

に
由
来

す

る
人

種
差

別
主

義

は
、

最
初

に
差
異

を
生
物

学
的

な
還
元
主

義

な
ど

で
極

端

に
推

し
進

め

て

い
き

、
次

の
段
階

で

「
他

者
」

を
否
定
的

な
土

台

と
し

て
再

利

用
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
自

己
を
基

礎
付

け

る
と
ネ
グ

リ

ら

は
言

う
。

つ
ま

り
、

モ
ダ

ン
に
お
け

る
自
己

/
ネ

ー

シ

ョ
ン
の
構
築

は
他
者

や
外

部

と

の
弁
証
法

的
関
係

に
お

い

て
規

定

さ
れ

る
も

の

で
あ

っ
て
、

そ

の
意
味

で

「
場
所

(仮

想
的

で
あ
れ

現
実

的

で
あ

れ
)
」
と

い
う
見
地

か
ら
規
定

さ
れ

る
。

一
方

の

〈
帝

国

〉

の
示
差

的

な
人
種

差

別
主

義

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
他
者

た
ち
を

統
合

し

つ
つ
そ

の
秩

序

と
融
合

さ
せ
、

「
場

所
」

に
規

定
付

け

ら
れ

る

こ
と

な
く
、

そ
れ

ら

の
差
異

を
管

理
/
監
視

の
シ

ス
テ
ム

の
な
か

で
調
和

よ
く
編
成

す

る

(8
)。

以
上

を
ま

と

め

て
、

ネ
グ

リ
ら

は
、

〈
帝

国
〉

の
新

し

い
権

力

の
管

理

と

は
、

「
三
重

の
命
法

」

(承

認
、
賞

揚
、

管

理
運
営

)

と

い
う
特

色

を
持

つ
と
す

る
。
第

一
の
承

認

は
、

〈
帝
国

〉

の

「
包
含

的

な
契

機
」

に
現

れ

て

い
る
も

の
で
、
人

種
、

信
条
、

皮
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膚

の
色

、
性

別
、
性
的

指
向

性

な
ど

に
か
か

わ
り

な
く
、

そ
う

い

っ
た

「差

異
」

を

〈
帝
国
〉

の
境

界

の
内

側

に

「
寛
大

で
リ

ベ

ラ
ル
」

に
と
り

あ
え
ず

は
受

け
入

れ

る

こ
と

を
意

味

す

る
。

こ

の
場

合
、

「
差

異
」

を
何

で
も
受

け
入

れ

る
と

い
う

こ
と

は
、

「
差

異

に
対

す

る
中

立
的

な
無

関
心
」

が
実
質

的

な
抵

抗

や
衝
突

を
避

け

る

こ
と

に
な

り
、

こ

の
契

機
を

通

し

て

〈
帝

国
〉

の
普

遍
的

統
合

が
達
成

さ

れ

て
い
く
と

い
う
。

第

二

の
賞
揚

は
、

〈帝

国
〉

的
管

理

の
第

二

の
契

機

(示
差
的

な
契
機

)

で
あ

り
、

〈
帝
国
〉

の
領
域

の
内

部

に
取

り
入

れ

ら
れ

た
諸

々

の

「
差

異
」

(
ロ
ー
カ

ル
な
言

語
、
伝

統

的
地

名
、

伝
統

工
芸

な
ど
文

化
的

差
異

)
を

「
葛

藤
を

起

こ
す

こ
と

の
な

い
」

愛
す

べ
き

「差

異
」

と

し

て
肯
定

し
、
賞

揚
す

る

の
で
あ

る
。

そ
し

て
、

最
後

の
管

理
運
営

は
、

そ
れ

ら

の

「
差

異
」

を
管

理
運

営

し
、
差

異
化

す

る
契
機

で
あ

る
。

〈
帝
国

〉

の
表

面

的

な
無
関

心

や
棚

上
げ

と

は
違

っ
て
、

階
層

化

し

て
い
く
権

力

を
作

動

し

て
い
く

こ
と

で
あ
る
。

W

二
分
法
的
な
階
層
化
の
解
消
?

た
し

か

に
、

ネ
グ

リ
と

ハ
ー
ト
の
描

き
出

し
た

〈帝

国
〉

的
主
権

の
権

力

が

「
差
異

」
を
逆

手

に
と

っ
て
、

よ
り
不

可
視

の
権

力

や
管
理

/
監
視

を
作
動

さ
せ

て
い
る
と

い
う

こ
と
は
的

を
射

て
い
る

で
あ

ろ
う
。
瀕

死

の

エ
イ
ズ
患

者

の
写
真

が
衣
料

メ
ー
カ

ー

の
広
告

に
使

用
さ
れ

た

り
、

「
ア
ジ

ア

ン

・
ビ

ュ
ー

テ

ィ
i
」

が

「
白

人
女

性
」

を
出

し
抜

い
て

「
優

勝
?
」

し

て
い
る
C

M
、

「
ゲ

イ
」

を
演

じ

る
芸
人

の
人

気
、

「
グ

ロ
ー
バ

ル
よ
り
地
方

の
人
情

」

と

い
う
自

治
体

の

ス

ロ
ー
ガ

ン
な
ど
、

そ

の
徴
候

の
身
近

な
具

体
例

は
枚
挙

に
暇

が

な

い
か
ら

で
あ

る
。

ま

た
、

欧
米

(そ
し

て
日
本

に
お

い

て
も
)

フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
運
動

に
お

い
て
も
、
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単

に
性

別

二
分

法

だ
け

で
な
く
、

「
人

種
」
、
民

族
、

エ
ス

ニ
シ

テ
ィ
、
性

的
指
向

性
、
階

級

や
世

界

シ

ス
テ
ム
に
お
け

る
階

層
化

な

ど

の
諸
要

因

が
複

合
的

に
作

用
し

あ

っ
て
い
る

こ
と
を
認
識

せ
ざ

る
を

得

な
く
な

っ
て
き

た
経
緯

も
あ

る
。

し
か

し
、
階

層
化

の
要

因
が
限

り

な
く
差
異

化
し

て
い
る
か

ら
と

い

っ
て
、

二
項
対
立

的

な
階
層
化

が
無
効

に
な

っ
て
い
る
と

断

じ
る

の
は
現

状
を

無
視

す

る

こ
と

に
な

る

の

で
は
な

い
か
。

そ
れ

に
、

二
項
対
立

的

な
階
層
化

や
序

列
化

(と

く

に
象
徴
的

階

層
化
)

に
お

い

て
は
、
象
徴

人
類
学

や
宗

教
研

究
が

お
し

え
る

よ
う

に
、

二
元
論
的

カ

テ
ゴ

リ

i
化

は
近

代
西
欧

固
有

の
も

の

で

は
な
く
、

か
な

り
広

い
範

囲

の
社
会

に
み
ら

れ

る
認
識

論
的

カ

テ
ゴ

リ
i
化

だ

と

い
う

こ
と

が
あ

る
。

そ
し

て
、

こ
の
二
項
対

立

(男

/
女

、
文

化
/

自
然

、
右

/
左

な
ど
)

は

R

・
ニ
ー
ダ

ム
が

い
う

よ
う

な

「
相

補
的

」
関

係

と

い
う

よ
り
も
、

二
項

は
現

実

的

な
意
味

に
お

い
て
は
等
価

で
は
な
く
、

つ
ね

に
価
値

の
優
劣

を
伴

っ
た
不
均
衡

な
序
列

化

さ
れ
た

二
項

で
あ
り
、

こ
れ
自
体

が

す

ぐ
れ

て
文
化

現
象

と
し

て

の
価

値
体

系

な

の
で
あ

る

(竹

沢
、

一
九

八
七

、

三
五
～

三

八
)
。

そ
し

て
問
題

は
、

二
項

関
係

に

お

い
て

一
項

が
中

心
的

な
覇

権

を
持

つ
軸

と

な

り
、

そ

の

「
優
位

項

」

(具
体

的

に
は
男
性

、
白
人

、
異

性
愛

な

ど
)

と
、

そ

の

項

以
外

の

「
非

ー
優
位

項
」

(劣

位
項

)

と

の
非
対
称

性

と

い
う
軸

の
存
在

で
あ

る
。

で
あ

る
が
ゆ

え

に
、

ネ
グ

リ
と

ハ
ー
ト

の
よ
う

に
、

す

べ
て
の
二
元
化

さ
れ

た
階

層
化

が
近
代
的

主
権

の
作

用

で
あ

る
と

は

い

え
な

い
。

二
項

対
立
的

な

カ

テ
ゴ

リ

ー

に
よ

る
象
徴

的
分

断

や
序
列
化

は
、

む
し

ろ
土
着
的

、
民
俗

的

な
価

値
体

系

に
埋
め

込
ま

れ

て
い
る
場

合

が
多

い

(9
)。

つ
ま

り
社
会

一
般

の
価

値

や
規
範

そ
れ
自
体

が

二
項
対

立

図
式

を
土
台

と

し

て
い

る
場

合

が
多

い

の

で
あ

る
。
現

行

の
ジ

ェ
ン
ダ

ー
秩

序
も

、

そ
う

い
う
意

味

で
、

モ
ダ

ン
が
以
前

か
ら

の
性

別
的

二
項
序
列

化
を

利
用

し

て
取

り

入

れ

て
い
る
と
考

え

る

こ
と
が

で
き

る
。

し
た

が

っ
て
、

そ

の
よ
う

な
根

強

い
二
項

的
序

列
化

に
対

し

て
抗

う
た
め

に
、

多

く

の

マ
イ

ノ
リ

テ

ィ
た
ち

が

ナ
イ

ー
ヴ

と
も

み
え

る

「
戦

略
的

二
元

主
義
」
的

に
運

動
を

行
わ

ざ

る
を

え
な

い
状

況

は
説
明

可
能

な

の
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で
あ

る

(-o
)。

性

別
要

因
を

具
体
例

に
と

れ
ば
、

二
項
的

階
層
化

は
物

的
次

元

で
進

行

し

て

い
る
。
地
球

的

な
規
模

に
お
け

る
市
場

経
済

の
拡

大

に
お

い

て
、

「
労
働

力

の
女

性
化

」

が
進

展

し
た

が
、
同

時

に
男
女

間

格
差

が

明
確

に
あ

る
。

O
E

C

D
平
均

の
資

料

(一
8
。。

～

N
8

0
)

に
よ
れ
ば
、

女
性
労

働
者

は
そ

の
ほ
と

ん
ど
が

サ

ー
ビ

ス
部

門

(家
事

、
保
険

・
医
療

、
対

個
人

、

ホ

テ
ル

・
レ
ス
ト

ラ

ン
な
ど
)

に
集

中

し

て
お
り
、

「
サ

ー
ビ

ス
職

・
小
売

・
市

場
販

売
職

」
「
事
務

職
」

で
の
比
率

が
高

い
。
非

正
規

・
不
安

定
雇

用
形
態
率

に
お

い

て
も
、
男

性

の
4
倍

の
女

性

が
集
中

し

て
い
る
。

ま

た
、

男
性

と
比
較

し

て
の
自
由

時
間

の
少

な

さ
、
賃

金
格

差
、
非

正
規

雇

用

ゆ
え

の
低
賃

金
、

南

の
地
域

に
お
け

る
さ
ら

な

る

「
貧
困

の
女

性
化

」

(非
農

業

・
女

性
労

働

に
お
け

る

イ

ン

フ
ォ
ー

マ
ル
女

性

雇
用

や
無

報
酬
労

働

の
拡

大
)

が
指

摘

で
き

る

(柴
山

、

二
〇

〇
五

、

二
～

二
〇
)
。

ま

た
、

ポ

ス
ト

・
フ
ォ
ー
デ

ィ
ズ

ム
以
降

の
グ

ロ
ー
バ

ル
化

に
し
た

が

っ
て
、

途
上
地

域

(と

く

に

ア
ジ

ア
)

か
ら

の
移
民

・

外
国
人

労
働
者

の
女
性

が
増

加

し
、

そ

の
多

く
が

ケ

ア
労
働

(家
事

育
児

、
介
護

、
看

護
、
性

風
俗

な

ど
)

サ
ー

ビ

ス
職

種

に
従

事
す

る
と

い
う
現
象

が
浸
透

し

て
き

た
経

緯

が
あ

る
。

こ
の
現
象

は
、

い
わ

ゆ
る
世
界

的
規
模

で
の

■
女
性

間
格

差
」

現
象

で
あ

る
が
、

こ

の
こ
と
は
性
別
分

業

を
再
生
産

し

て
も

い
る
。
受

け
入

れ
諸
国

に
お

い

て
、

移
住

労
働
者

女
性

を
雇

用
す

る
キ

ャ
リ

ア

女
性

は
、

ケ

ア
労
働

を
自
分

(女

性
)
側

の
責

任

と
し

て
捉

え

て
い
る
か
ら

で
あ

り
、

一
方

の
送

り
出

し
地

域

の
女
性

も
、

そ

の

移
住

労
働
経

験

が
主

体
化

の
変
化

の
契

機

に
な

る

こ
と
も

あ

ろ
う
が
、

さ
し

あ
た

り
ケ

ア
労

働
職

し
か

選
択
肢

が
な

い
状
況

で

ハ

ビ
ト

ゥ
ス
化

さ
れ

て
い
る
現
状

が
あ

る
か

ら

で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
状

況
を
分

析
す

る

さ

い
、
多

く

の
批

判
的
現

代
社

会
論

は
、

受

け
入

れ
諸

国

の
相

対
的

に
上
層

部

の
キ

ャ
リ

ア
女

性
を

「
ネ
オ

リ

ベ
ラ
リ
ズ

ム
体
制

に
加

担

し

て
い
る
側
」

と
し

て
単

な
る
批

判

の
対
象

に
し

た
と

し

て
も
、

こ

の
現

象
全
体

に
存

在
す

る
性
分

業

の
再
生
産

の
側
面

は
無

視

し

て
し

ま
う

こ
と
が
多

い
。

そ

こ
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で
欠

如

し

て
い
る

の
は
、

男
性

の
ケ

ア
労
働

の
依
然

と

し

て
低

い
分

担
状

況

や
象
徴
的

権
威

の
男
性

へ
の
集

中

な
ど

の
性

別
間
格

差

の
側
面

で
あ

ろ
う
。

ま
た
、

日
本

の
状

況

を
考
察

す

る
さ

い

に
、
欧
米

の
女

性
移

民
労
働

の
先
行

研
究

の
分
析

が

そ

の
ま

ま
適

用

で
き

る
と
す

る

こ

と

に

つ
い

て
は
留

保

が
必
要

で
あ

る
。

た

し
か

に
、

性
風

俗

な
ど

一
部

の
ケ

ア
労
働
職

に

ア
ジ

ア
人

女
性

が
す

で
に
流
入

し

て
お

り
、

将
来

的

に
も

F
T

A

に
よ

っ
て
介

護

や
看
護

労
働

に
流

入

す

る
可
能

性

が
あ

る
。

一
部

の

[
キ

ャ
リ

ア
女
性

(u
)」

が

一
般

の
男
女

を
し

の
ぐ
所
得

を
得

て
い
る

の
も
事
実

だ

が
、
性

別
分
業

に
よ

る
格
差

は
全
体

的

に
解
消

し

て
い
る
と

は
言

い
が

た

い
状

況

に
あ

る
か

ら

で
あ

る
。

日
本

に
お

い

て
ポ

ス
ト

・
フ
ォ
ー

デ

ィ
ズ

ム
以
降

、
女

性

の
雇

用
労
働

化

が
進

ん

で
き

た
わ

け
だ
が
、

年
齢
階

級
別
労
働

力
率

の
グ

ラ

フ
の
形

は

(そ

の
底

が
上

が

っ
て
き
た

と
は

い
え
)
今

で
も

M
字

型

力

ー
ブ

を
描

い
て

い
る
。
女

性
雇

用
者

に
お

け
る
短

時

間

・
非

正
規
雇

用
者

の
割
合

も
年

々
増
加

を

し
、

二
〇

〇

四
年

に
は
非

正
規

雇
用
者

は
五

一
・
六

%

で
、
正
規

雇

用
者
割

合

を

上

回

り

(男

性

の
非
正

規
雇

用
割

合

は

一
六

⊥

二
%
)
、

女
性

が
労

働

市
場

の
柔

軟

な
調
整

機
能

を

果

た

し

て
い

る
状

況

が
ま

す

ま
す
明
確

化

し

つ
つ
あ

る
。
賃

金
格
差

も
、

男
性

一
般
労

働
者

を

一
〇

〇

と
し

た
場
合

、
女

性

一
般

労
働

者

が
六

八

・
八
、
女
性

パ
ー
ト
タ

イ

マ
ー
が
四
五

・
二

(鱒
0
9
)

で
あ

る
。

給
与

階
級

別
給
与

所
得
者

の
割

合
も
女

性

の
六

五

・

一
%

が
三
〇

〇
万

以
下

で
あ

り

(男
性

は

一
八

・
七

%
)
、

七
〇

〇
万

以
上

の
女
性

は

三

二

二
%

(男
性

は
二
二

・

一
%
)

(8
0
ω
)

に
す
ぎ

な

い
。

ま
た
、

男
性

の
家

事
時

間

は
六

〇
年

の
三
五
分

(女

性

は
四

・
二
六
時

間
)

か
ら

二
〇
〇
〇
年

の
三

二
分

(女
性

は

三

・
四
六
時

間
)

ま

で
ほ
ぼ
変

化

は
な

い
。

そ

の
他

に
も
、

国
会

議
員
、

研
究

者
、
企

業

の
管

理
職

、
司
法

職
、

医
師

な
ど

の
女
性
割

合

は

一
割

前
後

か
ら

よ
く

て

一
〇

%
台

で
あ
り
、
社
会

全
体

の
性

別
分
業

は
き

わ
め

て
顕
著

で
あ

る

(21
)。



is

ネ
グ
リ
と

ハ
ー
ト
ら
を
代
表
と
す
る
批
判
的
現
代
社
会
論
が

「差
異
」
の
垂
直
的
階
層
化

の
作
用
に
注
目
し
、
そ
れ
を
新
し
い

管
理
の
権
力
/
支
配
関
係
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
主
張
は
、
的
確
な
分
析

で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
二
項
対
立
的
/
二
分
法
的
な

階
層
化

(
一
方
の
優
位
項
の
覇
権
の
存
在
)
が
す
で
に
解
消
し
て
い
る
」
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
逆
説
的
に
も

〈帝
国
〉
の
新

し
い
統
治

の
言
説
に
な
り
、
二
項
対
立
的
な
分
断
や
支
配
形
態
を
隠
蔽
し
て
し
ま

っ
た
り
、
再
強
化
に
加
担
す
る
恐
れ
が
な
い
と

は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〈
注

〉

(1
)

新
自
由
主
義

の
定
義

に

つ
い
て
は
、
現
在

で
も
き
わ

め

て
多
義
的

で
あ
り
、
本
稿

で
議
論
す

る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
だ
が
、
啓
蒙
期

の
リ

ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
起
点
と
す

れ
ば
、

そ

の
変
容

に
三

つ
の
転
機

が
あ

っ
た
と

い
え

る
だ

ろ
う
。

一
つ
は
、

J

・
ロ
ー
ル
ズ

「正
義
論

」

で
あ
り
、
「公

正
と
し

て
の
正
義
」
を
基
盤
と
し

た
福
祉
国
家

的

リ

ベ
ラ
リ
ズ

ム
で
あ
る
。

二

つ
め
は
、
R

・
ノ
ー
ジ

ッ
ク
を
代
表

と
す

る
リ
バ
ー
タ
リ

ア

ニ
ズ
ム

(自
由
至
上
主
義
)

で
あ
る
。
時
期
的

に
は
、

三

つ
め

の
転
機

で
あ

る
新
自
由
主
義

の
潮
流

は
二

つ
め

の
リ

バ
ー
タ
リ

ア
ニ
ズ

ム
と
重

な
る
よ
う

に
登
場

し

て
く
る
。
し
た

が

っ
て
、
し
ば
し
ば
指
摘

さ
れ

る
よ
う

に
、
新
右
翼
な

い
し
新
保

守
主
義

(共
同
体
的
な
道
徳

や
秩
序

の
強
調
)
の
性
格

を
併
せ
持

つ
こ
と
か
ら
、
新

自
由
主
義

は
リ
バ

ー
タ
リ
ア

ニ
ズ

ム
の
側
面

が
強

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
リ

バ
ー

タ
リ

ア

ニ
ズ

ム
と
り

ベ
ラ
リ
ズ

ム

へ
の
批
判

と
し
て
登

場
し
た

コ
ミ

ュ
ニ
タ
リ
ア

ニ
ズ

ム
の
主
張
を
融
合

さ
せ
て
い
る
と
も

い
え
よ
う
。

(2
)

山

田

に
よ
れ
ば
、

レ
ギ

ュ
ラ
シ
オ

ン
派

の
ほ
か
に
、

米
国

で
も

ラ
デ

ィ
カ
ル

・
エ
コ
ノ
ミ

ッ
ク

ス
の
中

か
ら
、
社
会
的
蓄
積
構
造

ア
プ

ロ
ー
チ

(現
代
資
本
主
義
を
戦

後

コ
ー
ポ

レ
ー
ト

・
シ
ス
テ
ム
の
瓦
解
と
し

て
理
解
す

る
)
が
登
場

し
、

日
本

で
も

「国
家
独
占
資
本
主
義
」

の
枠
組

み
に
対

し

て
距
離
を
お
く
動

き
が
出
現
し

て
い
た

と

い
う

(山
田
、

一
九

九

一
)
。

(3
)

フ
ォ
ー
デ

ィ
ズ

ム
体
制
自
体

は
国
家

や
地
域

の
歴
史

・
社
会

・
文
化

に
よ

っ
て
異
な
る
が
、

こ
の
人
枠

は
日
本

で
も
あ

て
は
ま
る
。

(4
)

周
知

の
よ
う

に
、

日
本

の
分
配
公
正

に

つ
い
て
は
達

成

さ
れ

て
い
る
と
は
言

い
が
た

い
状
況

が
あ

り
、

そ
の
意
味

で

「
日
本
社
会

は
す

で
に
結
果

の
平
等

が
あ
る
社

会

」

で
あ
る
と

の
定
義

は
事
実

に
基
づ

い
て
い
な
い
。
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(5
)

も
ち
ろ
ん
、

ア
グ
リ

エ
ッ
タ
は
、
「
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ

は
女
性
、
不
熟
練
労
働
者
、
失
業
者
、
移
民
系

住

民
」
と
し

て
い
る
。

(6
)

ネ
グ
リ
と

ハ
ー
ト
の
こ
の
節

に
お
け
る
議
論

は
、
『
〈
帝
国
〉』

に
拠

っ
て
い
る
。

(7
)

こ
の
箇
所

は
、

ド
ゥ
ル
ー
ズ
/
ガ

タ
リ

『千

の
プ
ラ

ト
ー
』

(這
。。
刈
)
か
ら
引
用
さ
れ

て
い
る
。

(
8
)

境
界
設
定
的
な
カ

テ
ゴ
リ
i
化

に
よ
る
階
層
化
現
象

に
お
い

て
は
、
排
除

の
み

の
側
面

で
な
く
、
周

縁
化
し

て
内
部

に
取
り
込
ま
れ

て
い
る
と

い
う

「排
除

と
包
摂
」

の
テ
ー

マ
は
、
ネ
グ

リ
と

ハ
ー
ト
以
前

に
も

一
九
八
〇

年
代
ご

ろ
に

「
ネ
オ
人
種
主
義
」

の
議

論

の
中

で
す

で
に
指
摘

さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ

る
。

(
9
)

も

っ
と
も
、
そ
う

い

っ
た
土
着

の
二
項
対
立
的
な
階

層
化
が

モ
ダ

ン
版

に
転
換
し

て
い
る
場
合
も
多

い
。

(10
)

一
九
世
紀

の
社
会
ダ

ー
ウ
ィ

ニ
ズ

ム
だ
け

で
な
く
、

人
間
社
会
を
生

物
学
的

な
要
因

で
統

一
的

に
説

明
可
能

で
あ

る
と
す
る
立
場

は
、

二
〇
世
紀

以
降
も
社
会
生
物
学

を

は
じ
め
と
し
て
根
強

い
も

の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
学
派
が
提
出

す
る
理
論

で
は
、
社
会
的
差
異
と

さ
れ

て
い
る
も

の
は
自
然
的
要
因

(遺
伝
子

お
よ
び
自
然

淘
汰

な

ど
)

に
基
づ

く
も

の
と
さ
れ
る
。
性
別

な
ど
二
項
的

な
階
層
化
現
象

も
大
方

は
生
物

的
還
元
論

で
説
明

さ
れ
る
こ
と

に
な

る
。

こ
の
立
場

は
、
通
俗
的
科
学
番
組

な
ど

で

政
治
的

な
立
場

の
左
右

に
か
か
わ
ら
ず
利
用
さ
れ
る
こ

と
で
、
消
費
社
会

に
お

い
て
大
き
な
影
響
力
を
持

つ
。

(11
)

マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
分
野
出
身

の
評
論
家

に
よ
れ
ば

(三
浦
展

『
か
ま

や

つ
女

の
時
代
」

二
〇
〇
五
)、

「現
在

の
日
本

の
若

い
女
性
間
格
差

は

フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
に
現
れ
、

勝

ち
志
向

の
ミ
リ
オ
ネ
ー
ゼ
と
お
嫁
系
、
現
状
維
持
か
負

け
組

の
ギ

ャ
ル
系
と
か
ま
や

つ
女
と

い
う
四

つ
に
分
類

で
き
る
」
と
し

て
い
る
。

と
く

に
職
業
志
向

の
勝
ち
組

が

「
ミ
リ
オ
ネ
ー
ゼ
」

(高

学
歴

で
高
収

入
)

で
、

そ

の
負
け
組
が

「
か
ま
や

つ
女
」

(「手

に
職
」
志
向

で
低
収
入
)

で
あ

る
と
い
う
。

そ
こ
で
の

[
ミ
リ
オ
ネ

ー
ゼ
」

が
ネ

オ
リ
ベ
ラ
ル
体
制

に
同
化
し
た
女
性

で
あ
る
と

一
応

は
い
え
る
。
な
お
、

こ
の
論
者
は
ミ
リ
オ
ネ

ー
ゼ
が

「女

ら
し
さ
」
を
維
持

し
た
ま
ま

で
上
昇
志
向

で
あ
る
点

を
高
く
評
価

し
、

一
方

「
自
分
ら
し

さ
」

に
こ
だ
わ
り
、
女
性
ら
し

い
服
装

や
化
粧

に
も
抵

抗
を
示
し

た
り
す
る

「
か
ま
や

つ
女
」
を
叱
る
わ
け
だ
が
、
女
性
を
性
別
役

割

の
基
準

で
分
類
し
、
そ
れ

に
対
し

て
上
下

の
判
断

を
く
だ
す
と

い
う
保
守
的

な
側
面

も
含

め

て
、

こ
う

い

っ
た
説

こ
そ
は
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
言
説

の
代
表

で
あ
る
と

い
え

よ
う
。

(12
)

こ
の
部
分

の
統
計

の
出

所
は
、
平
成

一
七
年
度
版

『
男
女
共
同
参
画
白
書
』

で
あ
る
。
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